
ら
れ
た
。

九
月
十
二
日
、
牡
丹
江
省
愛
河
で
ソ
連
の
貨
車
に
詰
め
込
ま

れ
、
綏
芬
河
を
経
て
ソ
連
領
に
連
行
さ
れ
た
。
同
月
末
、
コ
ム

ソ
モ
リ
ス
ク
の
第
一
収
容
所
に
抑
留
さ
れ
、
倉
庫
状
の
大
型
板

張
り
の
建
物
の
二
段
ベ
ッ
ド
で
起
居
し
た
。
当
初
の
抑
留
人
数

は
一
千
人
程
度
で
あ
っ
た
が
、
最
多
時
に
は
五
千
人
に
も
な
っ

た
。同

年
十
一
月
末
、

百
五
十
人
ほ
ど
の
作
業
隊
に
組
み
込
ま
れ
、

建
設
と
煉
瓦
用
の
粘
土
採
取
作
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。
過
重

な
ノ
ル
マ
を
免
れ
る
た
め
建
設
基
礎
工
事
で
は
手
抜
き
作
業
を

し
た
が
、
恩
恵
も
処
罰
も
受
け
な
か
っ
た
。
発
疹
チ
フ
ス
は
発

生
し
な
か
っ
た
が
、
シ
ラ
ミ
に
は
悩
ま
さ
れ
、
煉
瓦
工
場
の
釜

で
衣
服
を
煮
て
退
治
し
、
当
初
た
ら
い
一
杯
の
湯
で
身
を
洗
っ

た
が
、
そ
の
後
入
浴
で
き
た
。

収
容
所
の
管
理
方
法
は
判
明
し
な
い
が
、
労
働
に
耐
え
ら
れ

ぬ
者
に
は
、
軽
作
業
に
回
さ
れ
休
日
も
あ
っ
た
。
衣
服
の
う
ち

下
着
は
ソ
連
製
の
も
の
で
、
防
寒
具
は
日
本
軍
の
も
の
が
支
給

さ
れ
た
。
食
糧
は
雑
穀
が
主
で
、
塩
蔵
羊
肉
・
魚
、
凍
結
馬
鈴

薯
が
与
え
ら
れ
た
が
、
量
は
少
な
く
、
不
足
分
は
雑
草
で
補
っ

た
。抑

留
一
カ
月
後
に
洗
脳
教
育
が
行
わ
れ
た
。

移
動
後
は
な
か
っ

た
が
、
日
本
人
同
士
の
吊
る
し
上
げ
は
あ
っ
た
。

二
十
二
年
十
月
末
、
帰
還
す
る
ま
で
の
二
年
二
カ
月
間
、
生

へ
の
執
念
を
高
め
、
劣
悪
な
環
境
に
耐
え
る
た
め
全
力
を
尽
く

し
た
が
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
再
発
し
、
入
院
加
療
し
事
な
き
を
得

て
十
一
月
九
日
、
函
館
に
上
陸
、
復
員
し
た
。

二
十
三
年
二
月
か
ら
大
津
村
浦
幌
町
役
場
に
勤
め
、
四
十
九

年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
浦
幌
町
の
林
業
会
社
に
再
就
職
。
五
十

八
年
四
月
ま
で
浦
幌
町
嘱
託
と
な
り
、
同
年
五
月
退
職
、
札
幌

に
移
住
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
全
抑
協
北
海
道
支
部
役
員
を

や
っ
て
い
る
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
の
苦
闘
　 

北
海
道
　
太
田
隆
夫
　 

大
正
十
三
年
九
月
、
北
海
道
美
唄
市
で
農
協
職
員
の
父
、
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
畑
耕
作
の
母
と
の
間
に
四
男
三
女
の
長
男
と



し
て
出
生
。
奈
良
江
高
小
卒
業
後
、
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら
地

元
青
年
学
校
研
究
科
を
昭
和
十
九
年
三
月
に
卒
業
し
た
。

同
年
九
月
、
旭
川
の
歩
兵
部
隊
に
現
役
入
隊
直
後
、
北
満
ジ
ャ

ム
ス
の
満
州
第
三
九
〇
九
部
隊
第
二
機
関
銃
隊
に
転
属
と
な
っ

た
。沖

縄
方
面
の
戦
局
悪
化
の
た
め
、
在
満
部
隊
の
大
半
は
二
十

年
に
入
っ
て
南
方
に
移
動
し
た
が
、
私
は
体
調
不
振
で
残
留
と

な
り
、
対
ソ
戦
に
備
え
方
正
の
山
中
で
塹
壕
構
築
に
専
念
さ
せ

ら
れ
た
。

同
年
八
月
、
ソ
連
軍
の
侵
攻
を
受
け
、
武
装
解
除
さ
れ
、
方

正
近
郊
で
一
カ
月
間
、
野
宿
を
強
制
さ
れ
た
。

終
戦
放
送
は
確
認
で
き
ず
、
デ
マ
が
飛
び
交
う
中
、
飢
え
の

た
め
食
べ
物
あ
さ
り
が
続
い
た
。

同
年
九
月
中
旬
、
行
軍
に
よ
る
部
隊
移
動
が
始
ま
り
、
二
日

後
に
は
ア
ム
ー
ル
川
を
船
で
遡
上
し
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
ラ
ー

ゲ
リ
に
収
容
さ
れ
た
。

バ
ラ
ッ
ク
内
は
三
段
の
蚕
棚
式
ベ
ッ
ド
で
、
重
油
を
燃
や
し

て
暖
、
明
か
り
を
と
り
、
煤
で
真
っ
黒
。
虱
攻
め
と
食
糧
不
足
、

寒
さ
に
耐
え
切
れ
ず
に
生
地
獄
を
味
わ
っ
た
。

労
働
は
レ
ン
ガ
運
搬
、
戦
車
工
場
、
食
糧
倉
庫
で
の
雑
役
で
、

ノ
ル
マ
の
厳
し
い
レ
ン
が
工
場
で
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
た
た
っ

て
ラ
ー
ゲ
リ
を
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
移
動
先
の
荷
役
作
業
中
、

崩
落
し
た
積
荷
の
下
敷
き
と
な
り
、
腰
部
と
右
下
肢
を
負
傷
し

入
院
す
る
羽
目
と
な
っ
た
。
入
院
先
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
西
方
の

馬
小
屋
改
造
の
半
地
下
式
病
院
で
、
ソ
連
軍
女
医
の
下
で
日
本

軍
医
も
お
り
、
病
室
に
は
百
名
近
く
の
日
本
人
重
軽
傷
患
者
が

収
容
さ
れ
て
い
た
。

伐
採
に
よ
る
骨
折
や
栄
養
失
調
患
者
が
次
々
と
息
絶
え
、
氷

上
に
積
み
重
ね
ら
れ
、
被
せ
ら
れ
た
枝
木
と
と
も
に
ガ
ソ
リ
ン

で
焼
か
れ
る
の
を
毎
日
見
な
が
ら
、
湿
布
と
注
射
に
よ
る
治
療

も
効
か
ず
、
痛
み
と
熱
で
日
に
増
し
痩
せ
衰
え
る
我
が
身
で
、

帰
国
が
果
た
せ
る
か
否
か
不
安
が
募
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

し
か
も
、

同
胞
が
黒
パ
ン
を
か
じ
り
な
が
ら
死
ん
だ
体
に
真
っ

白
に
た
か
る
虱
の
山
、
麻
酔
な
し
の
手
術
で
断
末
魔
の
叫
び
声

を
聞
く
に
つ
れ
て
地
獄
さ
な
が
ら
の
思
い
を
味
わ
い
、
帰
還
を

一
縷
の
望
み
に
託
し
て
身
の
保
全
に
意
を
注
い
だ
。

「
軽
患
者
か
ら
優
先
帰
国
さ
せ
る
」
と
の
噂
に
、
発
熱
を
ひ

た
隠
し
に
隠
し
て
待
ち
続
け
、
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
で
き
、
二
十



三
年
七
月
、
復
員
船
「
高
砂
丸
」
に
乗
船
で
き
、
激
し
い
船
酔

い
で
食
事
も
で
き
ず
、
船
内
平
穏
の
中
、
よ
う
や
く
舞
鶴
に
上

陸
し
帰
還
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

直
ち
に
入
院
と
の
医
師
の
言
を
断
り
、
診
断
書
を
も
ら
い
、

故
郷
で
の
入
院
を
決
め
た
。

我
が
家
で
は
一
家
挙
げ
て
帰
還
を
喜
ん
だ
が
、
よ
う
や
く
歩

け
る
程
度
な
の
で
自
宅
で
静
養
し
て
い
た
が
、
腰
椎
カ
リ
エ
ス

と
右
肢
関
節
炎
が
悪
化
し
、
自
宅
で
治
療
し
松
葉
杖
で
歩
行
可

能
に
な
る
ま
で
十
年
を
要
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

福
島
県
　
石
黒
庄
七
　 

出
生
か
ら
入
隊

大
正
八
年
三
月
十
八
日
、
旧
田
村
郡
中
郷
村
大
字
滝
字
高
野

九
六
番
地
、
石
黒
家
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
昭
和
九
年
、
中

郷
小
学
校
高
等
科
を
卒
業
。
そ
の
後
農
業
に
従
事
。
青
年
学
校

に
入
学
。

昭
和
十
四
年
徴
兵
検
査
を
受
け
、
甲
種
合
格
。
昭
和
十
五
年

一
月
十
日
、
朝
鮮
咸
興
歩
兵
第
七
十
四
連
隊
歩
兵
砲
中
隊
に
入

隊
。昭

和
十
六
年
七
月
、
虎
動
員
当
時
被
服
係
を
や
っ
て
い
た
の

で
補
充
隊
へ
。
昭
和
十
七
年
十
一
月
満
期
除
隊
。
帰
郷
後
、
在

郷
軍
人
会
役
員
、
青
年
学
校
指
導
員
等
を
歴
任
。

昭
和
十
九
年
二
月
十
八
日
召
集
。
会
津
若
松
勲
一
一
九
〇
三

部
隊
末
田
中
隊
に
入
隊
。
三
月
六
日
、
千
島
列
島
の
新
知
島
新

知
湾
に
上
陸
、
新
月
原
中
浦
地
区
に
駐
屯
。
同
年
九
月
ご
ろ
、

得
撫
島
に
転
進
。
三
島
湾
上
陸
。
速
射
砲
第
四
分
隊
長
と
し
た

隊
員
十
七
名
と
と
も
に
第
三
中
隊
に
配
属
。
三
島
湾
に
陣
地
を

構
築
、
警
備
に
当
た
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
、
北
海
道
に
転
進
命
令
。
八
月
十
五
日
、

同
島
に
お
い
て
終
戦
。

ソ
連
軍
侵
攻
前
後

九
月
ご
ろ
、
三
島
湾
に
黒
い
船
が
入
港
。
こ
ち
ら
か
ら
白
旗

を
立
て
た
大
発
が
交
渉
に
行
き
、
二
時
間
く
ら
い
で
帰
る
。
す

ぐ
武
装
解
除
命
令
で
、
明
日
、
小
銃
、
銃
剣
そ
の
他
を
背
負
っ

て
し
の
の
め
原
に
搬
入
、
武
装
解
除
。
そ
の
次
の
日
、
ソ
連
軍




